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【方法】  健常非喫煙者 22名、健常既喫煙者 23名、COPD既喫煙者 23名の手術肺検体を用いて老化関連
蛋白である p53や p16、27-OHCの産生酵素である sterol 27-hydroxylaseの発現量を免疫組織化学的に検討
した。また 27-OHC の細胞老化作用を検討するためにヒト胎児由来肺線維芽細胞（Human fetal lung 
fibroblast: HFL-1）及び、患者由来の肺線維芽細胞を用いた。27-OHCを外因性に投与し、老化関連因子、炎
症性サイトカインの産生や 3D gel contraction assay、線維芽細胞遊走能によって組織修復能に及ぼす作用を
明らかにし、さらにその細胞内シグナリングについて検討した。 











【結論】  本研究の結果、COPD 患者肺では肺線維芽細胞の老化が見られ、27-OHC の細胞老化作用が明
らかとなった。COPD では 27-OHC が肺構築細胞の細胞老化を惹起し、肺の炎症及び創傷治癒起転の障害を
介して、COPDの病態に関与する可能性が示唆された。 
